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北漉道浦河郡浦河町酉幌別産

横須賀市博物館所蔵

北海道の白唖紀層からは保存のよい化石がたくさんみつかっています.

そのなかでもノジュｰルの中に保存されている化石の中にはきわめ

て美しいものカミ時々みつかっています･このノジュｰルには幾種かの

化石が集合状態をたしています､巨大なアンモナイトは0"`み災ぴ伽

加舳漉閉伽〃で上部自亜紀の浦河世を示す特徴種です.破壊され

ている住房を復元すると直径伽蜆に達すると推.足され同種ではいまま

でに報告されている最大のものと思われます.アンモナイトの中央都

にみられる菊の葉状の模様は縫合練と呼ばれその形から菊石ともいわ

れます､ノジュｰノレの.ヒ部には踊平なアンモナイトのH伽〃r伽榊∫

伽帥∫〃刎異常春アンモナイトのア｡1妙妙肋06酬ωsp.二枚貝び)

〃!0Cεブα〃〃ωろ伍Z〃α456,1刑0C3r勿伽刎30r加犯吻〃∫がいっしよに

ついています､
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